
実務経験のある教員等による授業科目一覧【DOビジネス学科】

授業科目 単位数

ビジネスコミュニケーションⅠ 4 李　香美

ビジネスコミュニケーションⅡ 4 中川路　優子

宿泊概論Ⅰ 4 杜　連暢

宿泊概論Ⅱ 4 杜　連暢

レストラン概論 4 西口　徹

ホテル概論 4 李　香美

宴会概論・実技Ⅰ 4 西口　徹

宴会概論・実技Ⅱ 4 西口　徹

ビジネスマナー実務Ⅰ 4 奥　延重

ビジネスマナー実務Ⅱ 4 奥　延重

観光概論 4 杜　連暢

ホテル・マネジメント論 4 奥　延重

簿記Ⅰ 4 酒井　由弥

簿記Ⅱ 4 酒井　由弥

企業演習Ⅰ 2 久保　佑生

企業演習Ⅱ 2 久保　佑生

合　　計 60

実務経験のある科目担当教員の氏名



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 振り返り

授業科目名 ビジネスコミュニケーションⅠ 担当者名 李　香美

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次

その他 李　香美　（ホテルにてフロント係として勤務）

3年次

4

成績評価

【DOビジネス学科】 
科目区分

基礎必修科目

○

選択科目

定期試験80％、授業姿勢10％、提出物10％

授業形態

単位数

授業概要 日本企業で必要とされる「ビジネス会話レベル」の日本語コミュニケーション能力を身につける。

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

到達目標
　　日本語を使用したビジネスの場面において、あらゆる状況で適切なコミュニケーションを取ることができ
る。

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

PJC　Bridge　実践日本語コミュニケーション検定試験、オリエンテーション

教科書 実践日本語コミュニケーション検定ガイドブック

参考図書 グローバル人材ビジネス実務検定テキスト 一般社団法人　グローバル人材キャリア支援協会

サーティファイ　コミュニケーション能力認定委員会 ウイネット

社会人としての心構え➀　「求められる勤労意識」「求められる就業マナー」

社会人としての心構え②　「求められる就業マナー」「企業内コミュニケーション重要性」

社会人としての心構え③　まとめ、確認問題

人間関係の作り方①　「コミュニケーションを取る際の留意点」

人間関係の作り方②　「敬語-用法、種類、尊敬語・謙譲語・丁寧語」

人間関係の作り方③　「敬語-間違えやすい敬語、ウチとソト」

人間関係の作り方④　「効果的な伝え方」「話の組み立て方」

前期末試験

人間関係の作り方⑤　「ビジネスにおける指示の受け方・確認の仕方」「あいづちの打ち方」

人間関係の作り方⑥　「依頼の断り方」「日本文化特有のコミュニケーション①」

人間関係の作り方⑦　「日本文化特有のコミュニケーション②」

人間関係の作り方⑧　まとめ、確認問題

PJC　実践日本語コミュニケーション検定試験、前期末試験まとめ



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 振り返り

グローバル人材ビジネス実務検定テキスト

会議・打合せ、面接

接遇・接客、クレーム対応、会議・打合せ、面接　まとめ、確認問題

PJC　実践日本語コミュニケーション検定試験、後期末試験まとめ

後期末試験

教科書 実践日本語コミュニケーション検定ガイドブック

クレーム対応②　「基本の流れ」「傾聴と共感」

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

効率的な仕事の進め方①　「報告・連絡・相談」「PDCA」

効率的な仕事の進め方②　「仕事の優先順位」「来客応対①」

効率的な仕事の進め方③　「来客応対②」

効率的な仕事の進め方④　「電話応対」「アポイントメント」

効率的な仕事の進め方⑤　「名刺交換」「Eメール」

効率的な仕事の進め方⑥　まとめ、確認問題

PJC　実践日本語コミュニケーション検定試験

接遇・接客　「身だしなみ」「表情」

クレーム対応①　「クレーム発生のお客様の心理」「グッドマンの法則」

参考図書 一般社団法人　グローバル人材キャリア支援協会

日本企業で必要とされる「ビジネス会話レベル」の日本語コミュニケーション能力を身につける。

その他 李　香美　（ホテルにてフロント係として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験80％、授業姿勢10％、提出物10％

授業概要

　　日本語を使用したビジネスの場面において、あらゆる状況で適切なコミュニケーションを取ることができ
る。

2年次 3年次

4

サーティファイ　コミュニケーション能力認定委員会 ウイネット

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ビジネスコミュニケーションⅠ 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次

到達目標



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 振り返り

グローバル人材ビジネス実務検定テキスト

第４課　相手を思う心　相手のことを考えて確認する

第４課　相手を思う心　一歩進んだ対応

第４課　相手を思う心　基本・応用練習・まとめ

前期末試験

第３課　心配り　基本・応用練習・まとめ

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

第２課　人間関係構築　第一印象の大切さ

第２課　人間関係構築　あいさつの仕方・表情

第２課　人間関係構築　基本・応用練習・まとめ

第３課　心配り　お客さまへの案内と誘導の仕方

第３課　心配り　手で指し示す

参考図書
一般社団法人　グローバル人材キャリア支援協会

教科書ページ数

オリエンテーション、１年次の復習

第1課　おもてなしの心　「おもてなしの心」とは何か

第1課　おもてなしの心　接客で必要なおじぎ

林千賀・羽鳥美有紀・齋藤貢 アスク出版

第1課　おもてなしの心　基本・応用練習・まとめ

日本のマナーや日本人の考え方、異文化コミュニケーションについて具体的に日本語でどう表現する
のかを学ぶ。

その他 中川路　優子　（航空会社において客室乗務員及び、観光施設において案内係として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験50%、出席状況20%、授業姿勢（忘れ物、宿題実施・提出の状況を含む）30%

授業概要

教科書 おもてなしの日本語　基本編 林千賀・羽鳥美有紀・齋藤貢 アスク出版

ホテルの日本語

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

到達目標 　　日本の組織において、与えられた仕事をやりきる接遇力、ビジネス基礎力を身につける。

授業科目名 ビジネスコミュニケーションⅡ 担当者名 中川路　優子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 振り返り

ホテルの日本語

第８課　誠実な心　誠実に応対するための謝罪

第８課　誠実な心　基本・応用練習・まとめ

まとめ②

後期末試験

第８課　誠実な心　要望に応えられない時の代案

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

第６課　クレーム対応　クレーム対し誠実に応対し、お客さまに満足してもらう

第６課　クレーム対応　基本・応用練習・まとめ

第７課　柔軟な応対　お客さまの要望にそえない場合の柔軟な応対

第７課　柔軟な応対　断り方・代案の立て方

第７課　柔軟な応対　基本・応用練習・まとめ

第５課　迅速な対応　迅速な応対

第５課　迅速な対応　基本・応用練習・まとめ

第６課　クレーム対応　クレーム対応の流れを理解する

教科書ページ数

第５課　迅速な対応　要望に応える

その他 中川路　優子　（航空会社において客室乗務員及び、観光施設において案内係として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

林千賀・羽鳥美有紀・齋藤貢 アスク出版

一般社団法人　グローバル人材キャリア支援協会

林千賀・羽鳥美有紀・齋藤貢 アスク出版

グローバル人材ビジネス実務検定テキスト
参考図書

教科書 おもてなしの日本語　基本編

4

日本のマナーや日本人の考え方、異文化コミュニケーションについて具体的に日本語でどう表現する
のかを学ぶ。

授業科目名 ビジネスコミュニケーションⅡ 担当者名 中川路　優子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

到達目標 　　日本の組織において、与えられた仕事をやりきる接遇力、ビジネス基礎力を身につける。

授業概要

成績評価 定期試験50%、出席状況20%、授業姿勢（忘れ物、宿題実施・提出の状況を含む）30%



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ワークショップ①（宿泊施設の業務シミュレーション）

宿泊業におけるおもてなし

総まとめ・質疑応答

前期末試験

振り返り

宿泊施設のマーケティング基礎

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

宿泊業の基礎知識（宿泊業の役割と現状）

宿泊施設の種類（ホテル・旅館・ゲストハウスの違い）

ホテル・旅館の組織と業務分担

チェックイン・チェックアウトの流れ（基本的な接客対応）

フロント業務①（宿泊予約の管理）

フロント業務②（クレーム対応・トラブル対応）

客室管理①（清掃・ハウスキーピングの基礎）

客室管理②（アメニティ・備品の管理）

ホテルの安全管理（防火・防災対策）

参考図書

宿泊業務の基礎を学ぶ。

その他 杜　連暢　（旅行予約運営会社においてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験60%、出席状況15%、授業姿勢25%

授業概要

教科書
複数の図書、新聞、インターネット記事など多面的な情報を基に講義を行う

到達目標

①ホテルにおける宿泊業務に関する基礎的な知識を習得する。
②宿泊施設におけるゲスト・サイクルに応じた業務サイクルを理解する。

3年次

4

③宿泊部門における各セクションの役割を理解する。

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 宿泊概論Ⅰ 担当者名 杜　連暢

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ワークショップ④（実際の宿泊プラン作成）

ホテル業界のキャリアパス

総まとめ・質疑応答

後期末試験

振り返り

宿泊業の法規制基礎（旅館業法など）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

レストラン・宴会サービス（飲食部門の役割）

宿泊施設の収益管理基礎（料金設定・コスト管理）

ホテルのIT活用（予約システム・デジタル化）

サステナブルツーリズムと宿泊業

ワークショップ②（接客ロールプレイング）

地域と宿泊業の関係（地域資源を活かす）

リピーター獲得戦略

ホテル・旅館の成功事例（国内外のホテルの取り組み）

ワークショップ③（模擬フロント業務）

参考図書

宿泊業務の基礎を学ぶ。

その他 杜　連暢　（旅行予約運営会社においてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験60%、出席状況15%、授業姿勢25%

授業概要

教科書
複数の図書、新聞、インターネット記事など多面的な情報を基に講義を行う

到達目標

①ホテルにおける宿泊業務に関する基礎的な知識を習得する。
②宿泊施設におけるゲスト・サイクルに応じた業務サイクルを理解する。

3年次

4

③宿泊部門における各セクションの役割を理解する。

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 宿泊概論Ⅰ 担当者名 杜　連暢

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 宿泊概論Ⅱ 担当者名 杜　連暢

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

宿泊業務の応用知識を学ぶ。

その他 杜　連暢　（旅行予約運営会社においてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験60%、出席状況15%、授業姿勢25%

授業概要

到達目標

①ホテル業界の現状や歴史を知る。
②ホテルにおけるガバナンス、業績評価、収益について理解する。
③ホテルマネジメントの特徴と成果について理解する。

教科書ページ数

宿泊業界の最新動向

ホテルのブランディングと経営戦略

教科書
複数の図書、新聞、インターネット記事など多面的な情報を基に講義を行う

参考図書

振り返り

ワークショップ②（異文化接客トレーニング）

宿泊業界のDX（デジタルトランスフォーメーション）

総まとめ・質疑応答

前期末試験

ワークショップ①（マーケティングプラン作成）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

フロント業務のトラブル対応（応用編）

宿泊施設のマーケティング応用

インバウンド対策（多言語対応・異文化理解）

客室管理の最新トレンド

宿泊業の人材マネジメント

高級ホテルとビジネスホテルの違い

ホテルの新しいサービス（無人チェックイン・AI活用）



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ワークショップ⑤（宿泊施設のプレゼン）

ホテル経営シミュレーション

総まとめ・質疑応答

後期末試験

振り返り

成功するホテルの共通点

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

リスクマネジメントとクレーム対応

ホテルの収益最大化戦略

ワークショップ③（宿泊業の課題解決ワーク）

地域振興と宿泊業の関係

サステナブルツーリズムの実践例

ユニークな宿泊施設の事例（カプセルホテル・グランピングなど）

宿泊施設の法規制（応用編）

ワークショップ④（宿泊施設のビジネスモデル構築）

ホテルの未来と今後のキャリア

教科書

参考図書
複数の図書、新聞、インターネット記事など多面的な情報を基に講義を行う

宿泊業務の応用知識を学ぶ。

その他 杜　連暢　（旅行予約運営会社においてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験60%、出席状況15%、授業姿勢25%

授業概要

到達目標

①ホテル業界の現状や歴史を知る。
②ホテルにおけるガバナンス、業績評価、収益について理解する。

3年次

4

③ホテルマネジメントの特徴と成果について理解する。

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 宿泊概論Ⅱ 担当者名 杜　連暢

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

レストランの組織と職務分担

サービスの基本①（テーブルクロスのかけ方・ナプキンの折り方）

サービスの基本②（食器類のセッティング）

振り返り

レストラン業務の基礎

メニューの知識・食に関する知識①

メニューの知識・食に関する知識②

まとめ

前期末試験

テーブル・サービス（分類の考え方）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

サービスの基本③（サービストレイの持ち方・グラスウェアの扱い方）

サービスの基本④（飲み物の注ぎ方・ナイフ、フォーク、スプーンの取り扱い方）

サービスの基本⑤（皿の持ち方、配り方、下げ方・サーバーの使い方・料理の盛り付け方）

サービスとは　サービス時の心構え

サービス時のマナー（身だしなみ・接客の基本動作・言葉遣い）

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

教科書ページ数

オリエンテーション　レストランとは

参考図書 西洋料理　料飲接遇サービス技法 日本ホテル・レストランサービス技能協会

その他 西口　徹　（ホテル【宿泊・マーケティング部門】にてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

日本ホテル教育センター教科書

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

レストランサービスに必要なサービススキルをはじめ、食材や酒類の知識、安全衛生や設備管理につ
いて学ぶ。

授業科目名 レストラン概論 担当者名 西口　徹

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

到達目標

①レストラン業務に関する基礎的な知識を習得する。
②レストランの種類や特性、組織やスタッフの業務分担について知る。
③レストランにおけるサービス時の心構えやマナー、具体的なサービス方法を知る。
④レストランの食器やリネン・備品関係などの実務知識を体系的に学ぶ。



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

料飲サービスの実際②

基本的な衛生管理の知識①

基本的な衛生管理の知識②

振り返り

レストラン業務の基礎

レストランの防災・防犯

労働安全衛生に関する知識

まとめ

後期末試験

リネン・備品の知識

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

一般的衛生管理の知識

苦情処理

バーの基本知識①

バーの基本知識②

食器の知識

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

教科書ページ数

料飲サービスの実際①

参考図書 西洋料理　料飲接遇サービス技法 日本ホテル・レストランサービス技能協会

その他 西口　徹　（ホテル【宿泊・マーケティング部門】にてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

日本ホテル教育センター教科書

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

レストランサービスに必要なサービススキルをはじめ、食材や酒類の知識、安全衛生や設備管理につ
いて学ぶ。

授業科目名 レストラン概論 担当者名 西口　徹

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

到達目標

①レストラン業務に関する基礎的な知識を習得する。
②レストランの種類や特性、組織やスタッフの業務分担について知る。
③レストランにおけるサービス時の心構えやマナー、具体的なサービス方法を知る。
④レストランの食器やリネン・備品関係などの実務知識を体系的に学ぶ。



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

3年次

4

①ホテル業の成り立ちから現状を知る。
②ホテル業の定義から経営特性を知る。

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ホテル概論 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次

ホテルの現状と経営特性

ホテルの現状と経営特性

JTB総合研究所

ホテル業の成り立ち、経営、部門ごとの業務概要などについて学ぶ。

その他 李　香美　（ホテルにてフロント係として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況10%、授業姿勢20%

授業概要

教科書 ホテル概論

到達目標

ホテルビジネス　練習過去問題集700選
日本ホテル教育センター

教科書ページ数

ホテルのABC

ホテルのABC

③宿泊部門をはじめとした部門ごとの業務概要を理解する。

振り返り

ホテルビジネス　基礎編

フロントサービス課の業務

フロントサービス課の業務

フロントサービス課の業務

前期末試験

フロントオフィス課の業務

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

言葉づかい・お客様対応のポイント・外国人宿泊客をお迎えする際の心構え

ホテル実務に必要な基礎知識

ホテル実務に必要な基礎知識

宿泊部門の組織概要・フロントオフィス課の業務

フロントオフィス課の業務

参考図書



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

3年次

4

①ホテル業の成り立ちから現状を知る。
②ホテル業の定義から経営特性を知る。

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ホテル概論 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次

飲料部門の組織と担当業務の概要・宴会課の業務

宴会課の業務

JTB総合研究所

ホテル業の成り立ち、経営、部門ごとの業務概要などについて学ぶ。

その他 李　香美　（ホテルにてフロント係として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況10%、授業姿勢20%

授業概要

教科書 ホテル概論

到達目標

日本ホテル教育センター
ホテルビジネス　練習過去問題集700選

教科書ページ数

客室課の業務

客室課の業務

③宿泊部門をはじめとした部門ごとの業務概要を理解する。

振り返り

ホテルビジネス　基礎編

施設・設備メンテナンス部門

営業部門

危機管理対策

後期末試験

調理部門

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

宴会課の業務

レストラン課の業務

レストラン課の業務

レストラン課の業務

飲料課の業務

参考図書



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 振り返り

宴会業務の基礎

実技実習３　　トレイサービス　ドリンクボトルサービス

実技実習４　　皿の持ち方

洋食テーブルマナー

前期末試験

実技実習２　　テーブルセッティング　案内

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

宴会サービス１　　宴会の種類と準備

宴会サービス２　　宴会の種類と準備

宴会サービス３　　各種宴会のセッティング

宴会サービス４　　運営とサービス

実技実習１　　ナフキンの折り方

参考図書

教科書ページ数

接客の基本１　　ホスピタリティ　　　料飲接遇サービス

接客の基本２　　立ち振る舞い　　接客用語

什器備品の知識１

什器備品の知識２

ホテル業で必要とされる宴会部門の実務知識を習得する。

その他 西口　徹　（ホテル【宿泊・マーケティング部門】にてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標

①宴会業務に関する基礎的な知識を習得する。
②宴会の種類や特性を知る。
③宴会における予約の受付や留意点といった宴会予約について理解する。
④風俗習慣（冠婚葬祭等）の基本的な知識を習得する。

日本ホテル教育センター教科書

授業科目名 宴会概論　・　実技Ⅰ 担当者名 西口　徹

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 振り返り

宴会業務の基礎

宴会部門の業務３

宴会部門の業務４

宴会部門の業務５

後期末試験

宴会部門の業務２

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

結婚披露宴

婚礼オーダーシート

お葬式・法事１

お葬式・法事２

宴会部門の業務１

参考図書

教科書ページ数

日本の暦　　年間行事１

日本の暦　　年間行事２

慶事

結納・結婚式

ホテル業で必要とされる宴会部門の実務知識を習得する。

その他 西口　徹　（ホテル【宿泊・マーケティング部門】にてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標

①宴会業務に関する基礎的な知識を習得する。
②宴会の種類や特性を知る。
③宴会における予約の受付や留意点といった宴会予約について理解する。
④風俗習慣（冠婚葬祭等）の基本的な知識を習得する。

日本ホテル教育センター教科書

授業科目名 宴会概論　・　実技Ⅰ 担当者名 西口　徹

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 振り返り

宴会業務の基礎

実技実習　　クローク対応と留意点２

実技実習　　乾杯準備と流れ１

実技実習　　乾杯準備と流れ２

前期末試験

実技実習　　クローク対応と留意点１

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

和食テーブルマナーの知識１

和食テーブルマナーの知識２

プロトコールについて１　　基本知識

プロトコールについて２　　料飲接遇サービス

プロトコールについて３　　ドレスコード

参考図書

教科書ページ数

実技実習１　　ナフキンの折り方　（復習）

実技実習２　　テーブルセッティング　案内　（復習）

実技実習３　　トレイサービス　ドリンクボトルサービス　（復習）

実技実習４　　皿の持ち方　（復習）

宴会部門におけるマナー・サービスを学び、実践する。

その他 西口　徹　（ホテル【宿泊・マーケティング部門】にてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標

①宴会サービスやケータリングの具体的な方法について知る。
②婚礼に関する風俗習慣の知識、サービス方法を理解する。
③什器備品の知識、テーブルプランを理解する。

日本ホテル教育センター教科書

授業科目名 宴会概論　・　実技Ⅱ 担当者名 西口　徹

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 振り返り

宴会業務の基礎

実技復習８　　ナフキンの折り方　テーブルセッティング

宴会部門の業務１

宴会部門の業務２

後期末試験

実技復習７　　サーバーサービス（卓盛・持ち回り）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

実技復習２　　皿の持ち方

実技復習３　　クローク対応と留意点

実技復習４　　乾杯準備と流れ

実技復習５　　サーバーサービス（卓盛・持ち回り）

実技復習６　　スープ・コーヒーのサービス　　ワゴンサービス

参考図書

教科書ページ数

実技実習１　　サーバーサービス（卓盛・持ち回り）

実技実習２　　スープ・コーヒーのサービス　　ワゴンサービス

実技実習３　　結婚式・結婚披露宴の案内口上

実技復習１　　トレイサービス　ドリンクボトルサービス

宴会部門におけるマナー・サービスを学び、実践する。

その他 西口　徹　（ホテル【宿泊・マーケティング部門】にてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標

①宴会サービスやケータリングの具体的な方法について知る。
②婚礼に関する風俗習慣の知識、サービス方法を理解する。
③什器備品の知識、テーブルプランを理解する。

日本ホテル教育センター教科書

授業科目名 宴会概論　・　実技Ⅱ 担当者名 西口　徹

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ビジネスマナー実務Ⅰ 担当者名 奥　延重

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

日本のビジネス習慣とコミュニケーションの基本について学ぶ。

その他 奥　延重　（ホテル【管理・営業部門】にて管理者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①日本の会社のルール、身だしなみ、あいさつ、言葉づかいなどのマナーを身につける。

②仕事の基本を理解し、職場に適応していくための知識やスキルを学ぶ。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

社会人としての身だしなみ

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

キャリアと仕事へのアプローチ（働く意識・仕事への取り組み方）

キャリアと仕事へのアプローチ（会社の基本とルール）

仕事の基本となる8つの意識（8つの意識・顧客意識）

仕事の基本となる8つの意識（品質意識・納期意識・時間意識）

仕事の基本となる8つの意識（目標意識・協調意識）

仕事の基本となる8つの意識（改善意識・コスト意識）

コミュニケーションの基本

円滑なコミュニケーションのために

コミュニケーションを支えるビジネスマナー

感じの良いあいさつ・お辞儀の基本

仕事中の態度と健康管理

出社から退社までと休暇の基本ルール

前期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ビジネスマナー実務Ⅰ 担当者名 奥　延重

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

日本のビジネス習慣とコミュニケーションの基本について学ぶ。

その他 奥　延重　（ホテル【管理・営業部門】にて管理者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①日本の会社のルール、身だしなみ、あいさつ、言葉づかいなどのマナーを身につける。

②仕事の基本を理解し、職場に適応していくための知識やスキルを学ぶ。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

名刺交換と紹介の仕方

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

指示を受けるポイント・報告連絡の仕方

連絡相談の仕方と忠告の受け方

ビジネスにふさわしい話し方

ビジネスの場にふさわしいことばづかい

敬語の種類と必要性

尊敬語と謙譲語の使い方

聞き方の基本

来客対応の基本と流れ

面談の基本マナー

訪問の基本マナー

会食のマナー会食中のコミュニケーション

業務終了後の付き合い方と冠婚葬祭の基本

後期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ビジネスマナー実務Ⅱ 担当者名 奥　延重

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

日本企業における働き方やビジネスツールについて学ぶ。

その他 奥　延重　（ホテル【管理・営業部門】にて管理者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①社内・社外のコミュニケーション能力を向上させる方法を学ぶ。

②ビジネス文書、統計資料の作成など、仕事の実践とビジネスツールについて学ぶ。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

社外文書の種類と作成例２

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

仕事は正確かつ計画的に

定型業務・非定型業務とマニュアル

効率的・合理的な仕事の進め方

スケジュール管理と情報整理

パソコンの必要性・電子メールの活用

ビジネス文書の役割と書き方・ビジネス文書の種類

社内文書の種類と作成例１

社内文書の種類と作成例２

社外文書の種類と作成例１

社外文書の出し方とわかりやすい文書の基本１

社外文書の出し方とわかりやすい文書の基本２

ビジネス用語の基本、電子メールの書き方

前期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ビジネスマナー実務Ⅱ 担当者名 奥　延重

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

日本企業における働き方やビジネスツールについて学ぶ。

その他 奥　延重　（ホテル【管理・営業部門】にて管理者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①社内・社外のコミュニケーション能力を向上させる方法を学ぶ。

②ビジネス文書、統計資料の作成など、仕事の実践とビジネスツールについて学ぶ。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

新聞からの情報収集

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

電話対応の重要性

電話の受け方

電話のかけ方

電話の取次ぎと携帯電話のマナー

表とグラフの役割と特徴

表の読み方・まとめ方

グラフのつくり方と特徴

情報の取捨選択

インターネット等からの情報収集

日本経済の基本構造と変化

経済環境の変化と求められる人材の変化１

経済環境の変化と求められる人材の変化２

後期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

②主要観光地の取り組みについて理解できるようになる
③観光に関連する仕事の役割について理解できるようになる。
④観光業の関係機関の基礎知識を身につける。

授業科目名 観光概論 担当者名 杜　連暢

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

観光と交通機関（鉄道・航空・バス・レンタカー）

観光と地域振興（観光による地方創生）

日本の伝統文化と観光（和食・茶道・祭り・伝統工芸）

総まとめ・質疑応答

日本における観光産業の概要を学ぶ。

その他 杜　連暢　（旅行予約運営会社においてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験60%、出席状況15%、授業姿勢25%

授業概要

到達目標

①観光の基本的な知識を理解できるようになる。

前期末試験

参考図書

教科書
複数の図書、新聞、インターネット記事など多面的な情報を基に講義を行う

振り返り

観光ガイドの役割（ツアーガイドの仕事、案内の基本）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

観光の基本概念（観光とは何か、観光の目的）

日本の観光の歴史と発展（古来から現代までの変遷）

観光業の分類（国内観光・インバウンド観光・MICE）

日本の主要観光地①（東京・京都・大阪・北海道）

日本の主要観光地②（地方の魅力、地域観光資源）

観光客の心理と行動（旅行の動機、訪日外国人の特徴）

観光マーケティングの基礎（ターゲット市場の分析）

観光と宿泊業の関係（宿泊施設と観光地の相互作用）



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

②主要観光地の取り組みについて理解できるようになる
③観光に関連する仕事の役割について理解できるようになる。
④観光業の関係機関の基礎知識を身につける。

授業科目名 観光概論 担当者名 杜　連暢

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

観光業界の人材とキャリア（旅行会社・観光案内所などの仕事）

実践ワークショップ①（観光プランの作成）

実践ワークショップ②（観光ガイドのロールプレイ）

総まとめ・質疑応答

日本における観光産業の概要を学ぶ。

その他 杜　連暢　（旅行予約運営会社においてマネージャーとして勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験60%、出席状況15%、授業姿勢25%

授業概要

到達目標

①観光の基本的な知識を理解できるようになる。

後期末試験

参考図書

教科書
複数の図書、新聞、インターネット記事など多面的な情報を基に講義を行う

振り返り

観光業の成功事例（国内外の観光振興の取り組み）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

日本のポップカルチャーと観光（アニメ・ゲーム・サブカルツーリズム）

エコツーリズムとサステナブル観光（環境負荷を減らす観光）

ユニバーサルツーリズム（障がい者・高齢者向けの観光）

観光業の法規制（旅行業法、観光庁の役割）

観光と安全対策（災害・感染症対策）

観光業におけるデジタル技術（オンラインツアー、DXの活用）

地域の食文化と観光（ご当地グルメ、食の魅力）

観光イベントとMICE（国際会議・スポーツイベント・音楽フェス）



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ホテル・マネジメント論 担当者名 奥　延重

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

ホテル経営に関する知識を身につけ、マネジメントの観点からホテルで行われているそれぞれの仕事
を理解する。

その他 奥　延重　（ホテル【管理・営業部門】にて管理者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①コロナ禍で激変する時代の前後のホテルビジネスにおける基本的なマネジメント領域について学ぶ。

②2020年のコロナ禍以降の今後の新たなホテル・旅館等の宿泊施設における存在価値や付加価値につ
いて学ぶ。

教科書 ホテルマネジメント

参考図書 ホテル・マネジメント概論

一般財団法人日本ホテル教育センター

一般社団法人日本宿泊産業マネジメント技能協会

サービス管理①（品質とライフサイクル）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、ホテル業の全体像

宿泊産業の動向

ホテルの経営形態

経営戦略と経営管理①

経営戦略と経営管理②

管理会計①（宿泊部門）

管理会計②（料飲部門）

管理会計③（宴会部門）

管理会計④（損益分析）

サービス管理②（クレーム対応）

サービス管理③（CS管理）

まとめ

前期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ホテル・マネジメント論 担当者名 奥　延重

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

ホテル経営に関する知識を身につけ、マネジメントの観点からホテルで行われているそれぞれの仕事
を理解する。

その他 奥　延重　（ホテル【管理・営業部門】にて管理者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①コロナ禍で激変する時代の前後のホテルビジネスにおける基本的なマネジメント領域について学ぶ。

②2020年のコロナ禍以降の今後の新たなホテル・旅館等の宿泊施設における存在価値や付加価値につ
いて学ぶ。

ホテルマネジメント

提案書・企画書の作成③

提案書・企画書の作成④

まとめ

後期末試験

提案書・企画書の作成②

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

業務運営管理⑤（宿泊契約とトラブル）

組織・人材マネジメント①（CSR・環境）

組織・人材マネジメント②（人材育成）

組織・人材マネジメント③（リーダーシップ）

提案書・企画書の作成①

業務運営管理③（営業・マーケティング）

業務運営管理④（リスク管理）

教科書 一般財団法人日本ホテル教育センター

参考図書

教科書ページ数

業務運営管理①（宿泊）

業務運営管理②（料飲・宴会・婚礼）

振り返り

一般社団法人日本宿泊産業マネジメント技能協会ホテル・マネジメント概論



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Part 5 重要語彙　Key Skills and Vocabrary

Part 5 基礎文法　Basic Grammar

まとめ

前期末試験

振り返り

Part 4 説明： Short Talks - Practice

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

実力確認テスト　リスニング　解答と解説

実力確認テスト　リーディング　解答と解説

Part 1 写真描写： Photographs - Theme

Part 1 写真描写： Photographs - Practice

Part 2 応答： Question and Response - Theme

Part 2 応答： Question and Response - Practice

Part 3 会話： Short Conversations - Theme

Part 3 会話： Short Conversations - Practice

Part 4 説明： Short Talks - Theme

教科書 Taking the TOEIC - Skills and Strategies 2 Peggy Anderson
Compass
Publishing

llBC公式TOEIC Listening & Reading 問題集 Educational Testing Service参考図書

英語の基礎的な語彙・文法を学習し、「読む」・「聞く」力を伸ばす。

その他 靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験50%、出席状況40%、提出物10%

授業概要

到達目標
①授業を通して、語彙と文法を増やし、リスニング力を伸ばす。

②TOEICの問題形式を知り、攻略法を学ぶ。

授業科目名 総合英語Ⅰ 担当者名 靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

公式模擬試験　リスニング　解答と解説

公式模擬試験　リーディング　解答と解説

まとめ

後期末試験

振り返り

Part 7 長文読解： テーマ別実践問題　Forms and Double Passages

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

Part 5-6　穴埋め：　文法確認 Parts of Speech | Tenses | Voice

Part 5-6　穴埋め： 文法確認 Agreement | Infinitives and Gerunds | Participals and Participal
Clauses

Part 5-6　穴埋め： 文法確認 Relative Clauses | Conjunctions and Prepositions | Modification

Part 5-6　穴埋め： 文法確認 Pronouns | Comparisons | Conditionals

Part 7 長文読解： テーマ別実践問題　Emails and Letters

Part 7 長文読解： テーマ別実践問題　Advertisements

Part 7 長文読解： テーマ別実践問題　Office Memos and Notice

Part 7 長文読解： テーマ別実践問題　Articles and Reports

Part 7 長文読解： テーマ別実践問題　Text Messages and Instant Message Cains

教科書 Taking the TOEIC - Skills and Strategies 2 Peggy Anderson
Compass
Publishing

公式TOEIC Listening & Reading 問題集 Educational Testing Service llBC参考図書

英語の基礎的な語彙・文法を学習し、「読む」・「聞く」力を伸ばす。

その他 靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験50%、出席状況40%、提出物10%

授業概要

到達目標
①授業を通して、語彙と文法を増やし、リスニング力を伸ばす。

②TOEICの問題形式を知り、攻略法を学ぶ。

授業科目名 総合英語Ⅰ 担当者名 靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

長文読解問題②（頻出表現）

長文読解問題③（実践問題1）

まとめ

前期末試験

振り返り

長文読解問題①（特徴と攻略法・攻略問題）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

短文穴埋め問題①（特徴と攻略法・攻略問題）

短文穴埋め問題②（頻出表現）

短文穴埋め問題③（実践問題）

公式問題集　READING　短文穴埋め問題

長文穴埋め問題①（特徴と攻略法・攻略問題）

長文穴埋め問題②（頻出表現）

長文穴埋め問題③（実践問題1）

長文穴埋め問題③（実践問題2）

公式問題集　READING　長文穴埋め問題

教科書 公式TOEIC Listening & Reading 問題集 Educational Testing Service llBC

参考図書

問題演習を通して、英語を「読む」「聞く」力を強化しする。

その他 内丸　誌帆　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、提出物30%

授業概要

到達目標
①問題演習を解き、幅広い話題について内容を読み、理解する。

②問題演習を通して、英語のリスニング力と読解力を磨き、スコア向上を目指す。

授業科目名 総合英語Ⅱ 担当者名 内丸　誌帆

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

TOEIC　模擬試験　READING　③

TOEIC　模擬試験　READING　③　解説

まとめ

後期末試験

振り返り

TOEIC　模擬試験　READING　②　解説

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

長文読解問題③（実践問題2）

公式問題集　Reading　長文読解問題

公式問題集　TEST①　READING

公式問題集　TEST①　READING　解説

公式問題集　TEST②　READING

公式問題集　TEST②　READING　解説

TOEIC　模擬試験　READING　①

TOEIC　模擬試験　READING　①　解説

TOEIC　模擬試験　READING　②

教科書 公式TOEIC Listening & Reading 問題集 Educational Testing Service llBC

参考図書

問題演習を通して、英語を「読む」「聞く」力を強化しする。

その他 内丸　誌帆　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、提出物30%

授業概要

到達目標
①問題演習を解き、幅広い話題について内容を読み、理解する。

②問題演習を通して、英語のリスニング力と読解力を磨き、スコア向上を目指す。

授業科目名 総合英語Ⅱ 担当者名 内丸　誌帆

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ビジネス基礎 担当者名 靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

ビジネスに関する基礎的な知識を得ると共に、経済の仕組みと企業活動の役割について理解する。

その他 靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験50%、授業姿勢40%、提出物10%

授業概要

到達目標

①社会や産業全体に商業が果たしている役割を知る。
②働くことの社会的意義や役割を知る。
③グローバル化する経済社会で求められる人材について理解する。

まとめ

教科書ページ数

前期末試験

振り返り

地域の課題とビジネス

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

ビジネスの役割

情報の入手と活用

経済の仕組み

流通を支える活動：　小売業と卸売業・輸送と保管

流通を支える活動：　金融と保険・通信と情報

売買取引と決済

企業の形態と組織

企業の活動：　マーケティング・資金調達

TAC株式会社教科書 ビジネス基礎

ビジネスプラン　①課題をアイデアにする（６W３H）

ビジネスプラン　②アイデアをプランにする（SWOT）

企業の責任：　納税・雇用

参考図書



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

空欄補充２

長文読解1

長文読解2

前期末試験

振り返り

空欄補充１

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

就職活動の流れ・SPIとは

二語関係1

二語関係2

語句の用法1

語句の用法2

文法１

文法２

文の並び替え1

文の並び替え2

教科書 留学生のための就職筆記試験の教科書 田村　一也
日本能率協会マネージメ

ントセンター

参考図書

有意義な就職活動と人生の目標・目的を以て生活していくために、社会人としてに身に付けておくべき
教養自分との頭で考える力を得る。

その他 李　香美　（実務経験なし）　・　靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験50％、授業姿勢40％、提出物10％

授業概要

到達目標

①社会で必要なコミュニケーションや思考力を身につける。
②言葉の意味や話の要旨を的確に捉えて理解できる力を身につける。
③数的な処理や論理的思考力を身につける。

授業科目名 社会人教養 担当者名 李　香美・靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 社会人教養 担当者名 李　香美・靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

有意義な就職活動と人生の目標・目的を以て生活していくために、社会人としてに身に付けておくべき
教養自分との頭で考える力を得る。

その他 李　香美　（実務経験なし）　・　靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験50％、授業姿勢40％、提出物10％

授業概要

到達目標

①社会で必要なコミュニケーションや思考力を身につける。
②言葉の意味や話の要旨を的確に捉えて理解できる力を身につける。
③数的な処理や論理的思考力を身につける。

教科書 留学生のための就職筆記試験の教科書 田村　一也 日本能率協会

参考図書

推論

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

性格検査への対策

代金の清算

料金の割引

損益算

割合

仕事算

集合

組合せ

確率

資料の読み取り

長文の読み取り

まとめ

後期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 簿記Ⅰ 担当者名 酒井　由弥

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

企業に就職し、日常業務をこなすための基礎知識を身に付ける。

その他 酒井　由弥（株式会社にて会計責任者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験90％、授業姿勢10％

授業概要

到達目標

①簿記の基本的事項を学び、流れを理解する。
②記帳に記録・計算をすることができる。
③貸借対照表や損益計算書を見て、内容を理解する。

スッキリわかる　日商簿記　初級

スッキリわかる日商原価計算　初級
教科書 滝澤　ななみ TAC出版

帳簿への記入

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

簿記の基礎

商品売買

現金・預金

手形と電子記録債権（債務）

貸付金・借入金

その他の取引①

その他の取引②

固定資産

租税公課と消費税・資本金

試算表

伝票と仕訳日計表

総復習、試験対策

後期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 簿記Ⅰ 担当者名 酒井　由弥

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

企業に就職し、日常業務をこなすための基礎知識を身に付ける。

その他 酒井　由弥（株式会社にて会計責任者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験90％、授業姿勢10％

授業概要

到達目標

①簿記の基本的事項を学び、流れを理解する。
②記帳に記録・計算をすることができる。
③貸借対照表や損益計算書を見て、内容を理解する。

スッキリわかる　日商簿記　初級

スッキリわかる日商原価計算　初級
教科書 滝澤　ななみ TAC出版

製造原価の計算

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、簿記の流れ

原価計算の基礎

CVP分析

予算実績差異分析

原価計算の流れ

材料費

労務費

経費

製造直接費と製造間接費

損益計算書の作成

原価計算初級の仕分

総復習、試験対策

前期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2 P1～ P8

3 P9～ P22

4 P23～ P28

5 P29～ P34

6 P35～ P40

7 P41～ P44

8 P45～ P48

9 P49～ P52

10 P53～ P62

11 P63～ P74

12 P75～ P88

13

14

15

授業科目名 簿記Ⅱ 担当者名 酒井　由弥

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

日商簿記3級レベルを学習し、即戦力として活躍できる能力を身につける。

その他 酒井　由弥（株式会社にて会計責任者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験90％、授業姿勢10％

授業概要

到達目標
①日商簿記3級レベルの簿記、会計用語について学ぶ。

②日商簿記3級レベルの基本的な会計処理ができるようになる。

総復習、試験対策

前期末試験

振り返り

TAC出版

参考図書

よくわかる簿記シリーズ合格トレーニング日商簿記3
級

製造原価の計算

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、簿記の流れ

原価計算の基礎

CVP分析

予算実績菜分析

原価計算の流れ

材料費

労務費

みんなが欲しかった簿記の教科書日商　3級

よくわかる簿記シリーズ本試験問題集日商簿記3級

教科書
スッキリわかる日商原価計算　初級

滝澤　ななみ

TAC株式会社（簿記検定講座） TAC出版

損益計算書の作成

原価計算初級の仕訳

経費

製造直接費と製造間接費



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16 P2～

17 P26～

18 P40～

19 P55～

20 P68～

21 P83～

22 P100～

23 P118～

24 P132～

25 P148～

26

27

28

29

30

TAC株式会社（簿記検定講座） TAC出版

滝澤　ななみ TAC出版

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 簿記Ⅱ 担当者名 酒井　由弥

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

日商簿記3級レベルを学習し、即戦力として活躍できる能力を身につける。

その他 酒井　由弥（株式会社にて会計責任者として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験90％、授業姿勢10％

授業概要

到達目標
①日商簿記3級レベルの簿記、会計用語について学ぶ。

②日商簿記3級レベルの基本的な会計処理ができるようになる。

みんなが欲しかった簿記の教科書日商　3級

よくわかる簿記シリーズ本試験問題集日商簿記3級

教科書
スッキリわかる日商原価計算　初級

参考図書

よくわかる簿記シリーズ合格トレーニング日商簿記3
級

株式会社会計、証憑と伝票

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

簿記の基礎、期中取引（商品売買）

期中取引（現金・預金、小口現金、クレジット売掛金、手形取引、電子記録債権・債務）

期中取引（その他取引Ⅰ～Ⅲ）

期中取引（様々な帳簿の関係、試算表）

決算（決算整理Ⅰ～Ⅱ）

決算（決算整理Ⅲ～Ⅳ）

決算（決算整理Ⅴ～Ⅶ）

決算整理後残高試算表、精算表

帳簿の締め切り、損益計算書と貸借対照表

総復習と日商簿記3級試験対策

総復習と日商簿記3級試験対策

総復習と日商簿記3級試験対策

後期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

自己PRの作成②

自己PRの作成③

まとめ

前期末試験

振り返り

自己PRの作成①

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、日本で就職するためには

業界・企業研究①（気になる業界・企業を調べる）

業界・企業研究②（仕事選びの基準）

求人サイトの登録、見方

求人票の見方

自己分析①（自己分析・他己紹介）

自己分析②（ジョハリの窓）

自己分析③（自分史、人生曲線）

自分分析④（学生時代に力を入れたこと）

教科書

イラスト図解　就職活動ワークブック 鶴野　充茂
参考図書

留学生のための就職内定ワークブック 久保田　学
日本能率協会マネジメン

トセンター

自分がしたい仕事について考え、日本企業への就職に向けた計画を設計する。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

到達目標
①企業から求められる強みや能力を知り、自分のキャリアについて主体的に考える力を身につける。

②自分の過去や現在から、強みを考えて自己PRができるよになる。

授業科目名 キャリアデザインⅠ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

まとめ

前期末試験

振り返り

面接対策④（面接でよく聞かれること）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

履歴書　ES　作成指導②

履歴書　ES　作成指導③

面接対策①（面接試験の流れ）

面接対策②（第一印象と身だしなみ）

面接対策③（会話のマナー）

模擬面接①（集団）

模擬面接②（個人）

教科書ページ数

オリエンテーション、自己分析の復習

志望動機の書き方①

志望動機の書き方①

履歴書　ES 作成指導①

教科書

イラスト図解　就職活動ワークブック 鶴野　充茂
参考図書

留学生のための就職内定ワークブック 久保田　学
日本能率協会マネジメン

トセンター

実技を中心に練習を重ね、日本企業への就職に向けた準備やスキル向上を図る。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

到達目標
①就職活動の基本的な流れ、考え方を理解する。

②内定をとるための準備を行い、就職活動を通して社会で活躍できる人材になる。

授業科目名 キャリアデザインⅡ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 課題解決演習Ⅰ 担当者名 内丸　誌帆

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

グループワークやディスカッションを通し、チームワークの大切さを学ぶ。またチームで課題の立案、解
決する力を身につける。

その他 内丸　誌帆　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験（発表）70%、出席状況・授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①グループワークを通して、発言する力、論理的に考える力を身につける。

②チームとして目標を達成するために積極的に行動ができるようになる。

教科書ページ数授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布）

教科書 チームワーキング　ケースとデータで学ぶ「最強チーム」の作り方 中原淳・田中聡
日本能率協会マネジメン
トセンター

参考図書
2人から100人でもできる！ 15分でチームワークを高めるゲーム39 ブライアン・コール・ミラー

ディスカヴァー・トゥエン
ティワン

ロジカル・プレゼンテーション就活面接・グループディスカッション対策 高田貴久 日経ＨＲ編集部

チームが盛り上がるチームワーク

オリエンテーション、チームワークとは

チームワークの実際

チームワーキングとは（成果の出るチームと出ないチームの違い・チームをみつめる3つの視点）

チームワーキングとは（3つの行動原理）

ケースとデータで学ぶ①

ケースとデータで学ぶ②

ケースとデータで学ぶ③

チームのアップデート

初対面のメンバーでのチームワーク

交渉力・創造力がつくチームワーク

変化に負けないチームワーク

まとめ

前期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業科目名 課題解決演習Ⅰ 担当者名 内丸　誌帆

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

グループワークやディスカッションを通し、チームワークの大切さを学ぶ。またチームで課題の立案、解
決する力を身につける。

その他 内丸　誌帆　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験（発表）70%、出席状況・授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①グループワークを通して、発言する力、論理的に考える力を身につける。

②チームとして目標を達成するために積極的に行動ができるようになる。

日経ＨＲ編集部
参考図書

2人から100人でもできる！ 15分でチームワークを高めるゲーム39

ロジカル・プレゼンテーション就活面接・グループディスカッション対策

ブライアン・コール・ミラー

高田貴久

教科書 チームワーキング　ケースとデータで学ぶ「最強チーム」の作り方 中原淳・田中聡
日本能率協会マネジメン
トセンター

ディスカヴァー・トゥエン
ティワン

資料読み取り型グループディスカッション①

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、チームビルディング

グループディスカッションの役割

抽象テーマ型グループディスカッション①

抽象テーマ型グループディスカッション②

抽象テーマ型グループディスカッション③

抽象テーマ型グループディスカッション④

課題解決型グループディスカッション①

課題解決型グループディスカッション②

課題解決型グループディスカッション③

資料読み取り型グループディスカッション②

資料読み取り型グループディスカッション③

まとめ

後期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 課題解決演習Ⅱ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

分析から解決する策をグループワークを通して、養う。また日本各地の問題について解決策を考え、
チームでプレゼンテーションを行い、意見を発信する力をつける。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験（発表）70%、出席状況・授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①問題意識を持ち、自ら調べ、考えられるようになる。

②プレゼンテーションを通じて、他者にわかりやすく論理的に説明ができるようになる。

プレゼンテーションスキル

教科書 留学生のための考えを伝え合うプレゼンテーション 二科　浩美 くろしお出版

参考図書

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、プレゼンテーションとは

プレゼンテーションの種類と役割

振り返り

プレゼンテーション演習　（課題の分析）

プレゼンテーション演習　（課題の分析）

プレゼンテーション演習　（課題の解決策を考える）

プレゼンテーション演習　（課題の解決策を考える）

プレゼンテーション演習　（シナリオ作成）

プレゼンテーション演習　（シナリオ作成）

プレゼンテーション演習　（シナリオ作成）

プレゼンテーション演習　（シナリオ作成）

プレゼンテーション演習　（発表準備）

プレゼンテーション演習　（発表準備）

前期末試験（発表）



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 課題解決演習Ⅱ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

分析から解決する策をグループワークを通して、養う。また日本各地の問題について解決策を考え、
チームでプレゼンテーションを行い、意見を発信する力をつける。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験（発表）70%、出席状況・授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①問題意識を持ち、自ら調べ、考えられるようになる。

②プレゼンテーションを通じて、他者にわかりやすく論理的に説明ができるようになる。

日本各地の問題を調べる①

教科書 留学生のための考えを伝え合うプレゼンテーション 二科　浩美 くろしお出版

参考図書

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

プレゼンテーション　振り返りと復習

日本各地で起きている問題

振り返り

日本各地の問題を調べる②

プレゼンテーション演習　（問題の分析）

プレゼンテーション演習　（問題の分析）

プレゼンテーション演習　（解決策を考える）

プレゼンテーション演習　（解決策を考える）

プレゼンテーション演習　（シナリオ作成）

プレゼンテーション演習　（シナリオ作成）

プレゼンテーション演習　（シナリオ作成）

プレゼンテーション演習　（発表準備）

プレゼンテーション演習　（発表準備）

後期末試験（発表）



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 PC基礎 担当者名 内丸　誌帆

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

基本的なコンピュータの使い方を勉強し、文書の作成・表計算・グラフなどを作れるスキルを身に付け
る。

その他 内丸　誌帆　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①PCの基本的操作をマスターする。

②word、excelを活用し、文書が作成できるようになる。

教科書 30時間でマスターOffice2019 実教出版企画開発部 実教出版

参考図書

Excel基礎（表作成、罫線・列幅・表示形式）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

OAルームの使用方法、タイピングスキルチェック

Word基礎（キーボード操作・ページ設定、文字書式、文字のコピー・削除・移動、ファイル保存）

Word基礎（タイピング練習、表作成、ビジネス文書の基本）

Word基礎（タイピング練習、画像の挿入、図形描画、社内ビジネス文書の作成）

Word基礎（社外ビジネス文書の作成、箇条書き等）

Word基礎（社外ビジネス文書作成、文字書式・段落書式）

Word基礎（送付状、お礼状作成）

Word基礎（チラシ・ポスター作成、ワードアート・スクリーンショット等）

Excel基礎（データー入力の基礎）

Excel基礎（表作成、関数を利用した計算）

Excel基礎（表作成、関数を利用した計算）

Excel基礎（表・グラフの作成）

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 PC応用 担当者名 内丸　誌帆

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

PCの基礎的な知識に加え、PowerPointを使い、プレゼンテーションができるようになる。

その他 内丸　誌帆　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①PowerPointの基本操作をマスターする。

②表やグラフ、写真、イラストなど取り入れ、プレゼンテーションの資料を作成できるようになる。

教科書 30時間でマスターOffice2019 実教出版企画開発部 実教出版

参考図書

プレゼンテーションの準備③（資料の作成）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

PowerPointとは

プレゼンテーションの作成（文字の入力、新しいスライドの作成）

ファイルの保存と読み込み、文字の修飾

図形の活用とグラフの作成

SmartArtとアニメーション効果

表の活用と画像の挿入

その他の機能

プレゼンテーションの準備①（テーマ決め）

プレゼンテーションの準備②（資料の作成）

プレゼンテーションの準備④（資料の作成）

プレゼンテーション（発表）

まとめ

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

①

ホテル、飲食業およびブライダル企業

② 　実習の目標

(1) 学生としての適切な実習態度を学ぶことができる

(2) サービス活動の見学を通して、従業員のお客様への関わり方について考えることができる

(3) コミュニケーションを通して、お客様の思いを知ることができる

(4) 従業員同士の関わりと連携について知ることができる

(5) サービスを学ぶ意欲を高めることができる

③

・ 館内及び施設見学

・ 接客ルールマナー

・ 社会人としての心構えと基本姿勢

・ 清掃、バックヤード、フロント、レストランサービス業務について学ぶ

・

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 企業演習Ⅰ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

30
2

授業概要

サービス業におけるお客様の状況及び動向の実際を見学し、従業員の役割や機能の多様性を知る。
１年次には、サービスを求めている人々に対して、従業員が実際にどのような関わりをしているのか見
学・体験を通して学ぶ。サービスを学ぶことの意義を自ら確認し、学習の動機づけを高めるとともに人
間性を育み、サービス職としての自覚を培う。

成績評価 出席状況、実習記録の内容、実習指導者による評価表の結果から評価する。

教科書

その他 久保　佑生　（ホテルにて清掃係として勤務）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

到達目標
①実際に行われている仕事を見て学び、体験する。

授  業  計  画

参考図書

②お客様への接客方法を学び、実践的な力を身につける。

（実習項目）

　実習項目および実習期間

実習内容

実習記録の提出



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

①

ホテル、飲食業およびブライダル企業

② 　実習の目標

(1) 学生としての適切な実習態度を学ぶことができる

(2) サービス活動の見学を通して、従業員のお客様への関わり方について考えることができる

(3) コミュニケーションを通して、お客様の思いを知ることができる

(4) 従業員同士の関わりと連携について知ることができる

(5) サービスを学ぶ意欲を高め、職業意識の向上につなげる

③

・ 館内及び施設見学

・ 接客ルールマナー

・ 社会人としての心構えと基本姿勢

・ 清掃、バックヤード、フロント、レストランサービス業務

・

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 企業演習Ⅱ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2
30

参考図書

教科書

著者名 出版社名

授業概要
サービス業におけるお客様の状況及び動向の実際を見学し、従業員の役割や機能の多様性を知る。
２年次にはホテルやレストラン、ブライダル企業の宿泊部、料飲部、宴会部など、様々な業種における
サービスについて知り、職業意識の向上につなげる。

成績評価 出席状況、実習記録の内容、実習指導者による評価表の結果から評価する。

その他 久保　佑生　（ホテルにて清掃係として勤務）

使用教材 書籍名

到達目標
①現場の仕事を体験し、実践的な力を身につける。

②サービス業で行われている仕事を理解し、就職への意識を高める。

授  業  計  画

　実習項目および実習期間

（実習項目）

実習内容

実習記録の提出



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

何を話せばいいのかな？／ほうれんそうは社外にも。

名刺はきちんと整理しておかないと……。／仕事のメールに顔文字？？

まとめ

前期末試験

振り返り

最初のひと言が肝心！／いくら地図が苦手でも……。

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、ビジネス日本語とは

そこまで正直でなくても……。／ほうれんそうの前に確認を！

待つ身になってみないとね……。／書き出しが肝心なのです。

何を聞きたいかを最初にね。／その呼び方、ちょっと待った！

電話はメモする習慣をつけて！／4時と14時は大違い。

だから、順番は大切なんですって！／有給休暇！心奪われる響きだけれど。

コーヒーブレイク①　「日本語は難しい！？」

あれ？みんな、まだ帰らないの？／スケジュール管理はしっかりと。

そこはちょっと思い切って！／大事なのは日時とテーマ。

教科書 マンガで体験！ニッポンのカイシャ　～ビジネス日本語を実践する～'

参考図書 それ、知りたかった！カイシャの日本語

日本漢字能力検定協会

池田　佳子・古川　智樹 日本漢字能力検定協会

日本の社会で暮らす社会人として身につけておかなければならない常識、ルール、マナーなどに基づ
いた日本語について学ぶとともに、職場でいい人間関係を築くためにはこれからどんなことを勉強して
いけばいいのかを知る。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

到達目標
①日本のビジネス現場で実際に行われている様々なコミュニケーションを理解する。

②ビジネスの現場で自らも適切に表現し、周りの人と十分に意思疎通することができるようになる。

授業科目名 ビジネス日本語Ⅰ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

聞き取りのスキル②

総復習

試験対策

後期末試験

振り返り

聞き取りのスキル①

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

コーヒーブレイク②　「初心、忘れるべからず！」

相手の名前は重要だから。／急いでいる人もいるからね。

聞く耳を持つことも大切。／質問するのは、恥ずかしいことじゃない。

いくら後輩だからって……。／「できません」と言うその前に。

準備は怠りなく。／何はともあれ、相談だ！

「ここは日本だよね？」と思うかもしれないけど……。／おいてきぼりは、いけません。

コーヒーブレイク③　「やがて、いつの間にか……。」

挨拶のスキル①

挨拶のスキル②

教科書 マンガで体験！ニッポンのカイシャ　～ビジネス日本語を実践する～'

参考図書 それ、知りたかった！カイシャの日本語

日本漢字能力検定協会

池田　佳子・古川　智樹 日本漢字能力検定協会

日本の社会で暮らす社会人として身につけておかなければならない常識、ルール、マナーなどに基づ
いた日本語について学ぶとともに、職場でいい人間関係を築くためにはこれからどんなことを勉強して
いけばいいのかを知る。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

到達目標
①日本のビジネス現場で実際に行われている様々なコミュニケーションを理解する。

②ビジネスの現場で自らも適切に表現し、周りの人と十分に意思疎通することができるようになる。

授業科目名 ビジネス日本語Ⅰ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

交渉のスキル①

読み取りのスキル①

読み取りのスキル②

読み取りのスキル③

書くスキル①

書くスキル②

カタカナ・ビジネス用語、PDCAサイクル

まとめ

前期末試験

振り返り

交渉のスキル②

交渉のスキル③

池田　佳子・古川　智樹

参考図書 BJTビジネス日本語能力テスト 聴解・聴読解 実力養成問題集 瀬川由美・北村貞幸・植松真由美

日本漢字能力検定協会

教科書
BJTビジネス日本語能力テスト 読解 実力養成問題集 瀬川　由美 スリーエーネットワーク

それ、知りたかった！カイシャの日本語

BJTビジネス日本語能力試験の問題を解き、より高いレベルのビジネス日本語を学習する。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

到達目標
①言葉の理解だけでなく、ビジネス知識、習慣、状況など、総合的な理解や判断ができるようになる。

②BJTの出題傾向に慣れる。

授業科目名 ビジネス日本語Ⅱ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

スリーエーネットワーク

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、やりとりのスキル①

やりとりのスキル②

やりとりのスキル③



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

それ、知りたかった！カイシャの日本語 池田　佳子・古川　智樹 日本漢字能力検定協会

教科書

参考図書 BJTビジネス日本語能力テスト 聴解・聴読解 実力養成問題集 瀬川由美・北村貞幸・植松真由美 スリーエーネットワーク

BJTビジネス日本語能力テスト 読解 実力養成問題集 瀬川　由美 スリーエーネットワーク

後期末試験

振り返り

BJT聴読解問題①（状況把握問題）

BJT聴読解問題②（資料聴読解問題）

BJT聴読解問題③（総合聴読解問題）

BJT聴解問題③（会話理解）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

BJT語彙・文法問題①

BJT語彙・文法問題②

BJT表現読解問題①

BJT表現読解問題②

BJＴ総合読解問題①

BJT総合読解問題②

BJT総合読解問題③

BJT聴解問題①（場面把握問題）

BJT聴解問題②（発言聴解問題）

BJTビジネス日本語能力試験の問題を解き、より高いレベルのビジネス日本語を学習する。授業概要

到達目標
①言葉の理解だけでなく、ビジネス知識、習慣、状況など、総合的な理解や判断ができるようになる。

②BJTの出題傾向に慣れる。

3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 ビジネス日本語Ⅱ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 振り返り

N3文法（まとめの問題①）

N3文法（まとめの問題②）

N3文法①（文の文法1）

N3文法②（文の文法2）

総復習問題

前期末試験

N3文字・語彙④（文脈規定）

N3文字・語彙⑤（言い換え類義）

N3文字・語彙⑥（用法）

N3文字・語彙（まとめの問題①）

N3文字・語彙（まとめの問題②）

N3文法③（文章の文法）

授業概要

教科書

ドリル＆ドリル　日本語能力試験N3　文字・語彙

(株)アルクパターン別徹底ドリル　日本語能力試験N3 西隈俊哉・相場康子　他

到達目標

参考図書

その他

使用教材

成績評価

ドリル＆ドリル　日本語能力試験N3　文法

日本語能力試験N3～N2に対応した語彙・文法を勉強する。

久保　佑生　（実務経験なし）

書籍名 著者名 出版社名

定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

①N3・N2レベルの語彙・文法がどのように使われているかを知る。

②N3・N2レベルの語彙・文法を練習問題を通して、使い慣れる。

星野恵子・辻和子 （株）ユニコム

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、N3文字・語彙①（漢字読み）

N3文字・語彙②（表記）

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅰ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

N2文字・語彙（まとめの問題①）

N2文法①（文の文法1）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

N2文字・語彙①（漢字読み）

N2文字・語彙②（表記）

N2文字・語彙③（語形成）

出版社名

N2文法（まとめの問題②）

総復習問題

後期末試験

振り返り

N2文法③（文章の文法）

N2文法（まとめの問題①）

N2文法②（文の文法2）

参考図書
ドリル＆ドリル　日本語能力試験N2　文字・語彙

星野恵子・辻和子 (株)ユニコム
ドリル＆ドリル　日本語能力試験N2　文法

N2文字・語彙④（文脈規定）

N2文字・語彙⑤（言い換え類義）

N2文字・語彙⑥（用法）

(株)アルク

日本語能力試験N3～N2に対応した文字語彙・文法を勉強する。

①N3・N2レベルの語彙・文法がどのように使われているかを知る。

②N3・N2レベルの語彙・文法を練習問題を通して、使い慣れる。

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

パターン別徹底ドリル　日本語能力試験N2 西隈俊哉・相場康子　他教科書

到達目標

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅰ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 振り返り

N3読解（情報検索）

N3読解（まとめの問題）

総復習問題

前期末試験

N3聴解⑤（即時応答）

オリエンテーション、N3聴解①（課題理解）

N3聴解②（ポイント理解）

N3聴解③（概要理解）

N3聴解④（発話表現）

日本語能力試験N3～N2に対応した聴解・読解を勉強する。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況10%、授業姿勢20%

授業概要

到達目標
①N3・N2レベルの聴解問題を通して、適切に言葉を聞き取る力を身につける。

②N3・N2レベルの読解問題を通して、速く正確に文章を理解できる力を身につける。

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅱ 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

パターン別徹底ドリル　日本語能力試験N3

N3読解③（内容一致）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

参考図書 ドリル＆ドリル　日本語能力試験N3　聴解・読解 星野恵子・辻和子 （株）ユニコム

教科書 西隈俊哉・相場康子　他 (株)アルク

N3聴解（まとめの問題①）

N3聴解（まとめの問題②）

N3読解①（指示代名詞）

N3読解②（理由）



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

参考図書 ドリル＆ドリル　日本語能力試験N2　聴解・読解 星野恵子・辻和子 （株）ユニコム

N2読解⑤（統合理解）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

N2聴解①（課題理解）

N2聴解②（ポイント理解）

N2聴解③（概要理解）

N2聴解④（即時応答）

N2聴解⑤（統合理解）

N2聴解（まとめの問題）

N2読解①（指示代名詞）

N2読解②（理由）

N2読解③（内容一致）

N2読解⑥（情報検索）

総復習問題

後期末試験

振り返り

N2読解④（筆者の考え）

パターン別徹底ドリル　日本語能力試験N2教科書 西隈俊哉・相場康子　他 (株)アルク

日本語能力試験N3～N2に対応した聴解・読解を勉強する。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況10%、授業姿勢20%

授業概要

到達目標
①N3・N2レベルの聴解問題を通して、適切に言葉を聞き取る力を身につける。

②N3・N2レベルの読解問題を通して、速く正確に文章を理解できる力を身につける。

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅱ 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

N1文字・語彙⑩（用法1）

N1文字・語彙⑪（用法2）

総復習問題

前期末試験

振り返り

N1文字・語彙⑨（言い換え類義3）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、N2文字・語彙　復習問題

N1文字・語彙①（漢字読み1）

N1文字・語彙②（漢字読み2）

N1文字・語彙③（漢字読み3）

N1文字・語彙④（文脈規定1）

N1文字・語彙⑤（文脈規定2）

N1文字・語彙⑥（文脈規定3）

N1文字・語彙⑦（言い換え類義1）

N1文字・語彙⑧（言い換え類義2）

教科書

参考図書
新完全マスター漢字　日本語能力試験N1 石井玲子・青柳方子　他 スリーエーネット

ワーク

パターン別徹底ドリル　日本語能力試験N1 西隈俊哉・相場康子　他 (株)アルク

新完全マスター語彙　日本語能力試験N1 伊能裕晃・本田ゆかり　他

日本語能力試験N2～N1に対応した文字語彙・文法を勉強する。

その他 中川路　優子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①N2・N1レベルの語彙・文法がどのように使われているかを知る。

②N2・N1レベルの語彙・文法を練習問題を通して、使い慣れる。

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅲ 担当者名 中川路　優子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

参考図書 新完全マスター文法　日本語能力試験N1 友松悦子・福島佐知　他 スリーエーネットワーク

N1文法　まとめの問題①

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

N2文法　復習問題

N1文法①（文の文法1-1）

N1文法②（文の文法1-2）

N1文法③（文の文法1-3）

N1文法④（文の文法2-1）

N1文法⑤（文の文法2-2）

N1文法⑥（文の文法2-3）

N1文法⑦（文章の文法1）

N1文法⑧（文章の文法2）

N1文法　まとめの問題②

総復習問題

後期末試験

振り返り

N1文法⑨（文章の文法3）

日本語能力試験N2～N1に対応した文字語彙・文法を勉強する。

その他 中川路　優子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①N2・N1レベルの語彙・文法がどのように使われているかを知る。

教科書 パターン別徹底ドリル　日本語能力試験N1

②N2・N1レベルの語彙・文法を練習問題を通して、使い慣れる。

西隈俊哉・相場康子　他 (株)アルク

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅲ 担当者名 中川路　優子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

N1聴解⑩（統合理解2）

N1聴解　まとめの問題

総復習問題

前期末試験

振り返り

N1聴解⑨（統合理解1）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、N2聴解　復習問題

N1聴解①（課題理解1）

N1聴解②（課題理解2）

N1聴解③（ポイント理解1）

N1聴解④（ポイント理解2）

N1聴解⑤（概要理解1）

N1聴解⑥（概要理解2）

N1聴解⑦（即時応答1）

N1聴解⑧（即時応答2）

教科書 パターン別徹底ドリル　日本語能力試験N1 西隈俊哉・相場康子　他 (株)アルク

参考図書 新完全マスター聴解　日本語能力試験N1 中村かおり・福島佐知　他 スリーエーネットワーク

日本語能力試験N2～N1に対応した聴解・読解を勉強する。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

到達目標
①N2・N1レベルの聴解問題を通して、適切に言葉を聞き取る力を身につける。

②N2・N1レベルの読解問題を通して、速く正確に文章を理解できる力を身につける。

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅳ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

N1読解⑩（統合理解2）

N1読解⑪（情報検索）

総復習問題

後期末試験

振り返り

N1読解⑨（統合理解1）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

N2読解　復習問題

N1読解①（指示代名詞1）

N1読解②（指示代名詞2）

N1読解③（理由1）

N1読解④（理由2）

N1読解⑤（内容一致1）

N1読解⑥（内容一致2）

N1読解⑦（筆者の考え1）

N1読解⑧（筆者の考え2）

教科書 パターン別徹底ドリル　日本語能力試験N1 西隈俊哉・相場康子　他 (株)アルク

参考図書 新完全マスター読解　日本語能力試験N1 福岡理恵子・清水知子　他 スリーエーネットワーク

日本語能力試験N2～N1に対応した聴解・読解を勉強する。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験70%、出席状況・授業姿勢・提出物30%

授業概要

到達目標
①N2・N1レベルの聴解問題を通して、適切に言葉を聞き取る力を身につける。

②N2・N1レベルの読解問題を通して、速く正確に文章を理解できる力を身につける。

授業科目名 日本語能力試験対策Ⅳ 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

科目区分
【DOビジネス学科】 基礎必修科目 選択科目

○



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 国内観光地理 担当者名 靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる国内観光地理について学ぶ。

その他 靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標 　　歴史や文化と関連させて各地域の観光資源の知識を身につける。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

庭園、美術館、博物館

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

国内の観光における基礎知識（都道府県、県庁所在地など）

国内の観光地における歴史

観光産業との関わりや地域特性について

山岳、峠、峡谷、渓谷

滝、鍾乳洞、高原、湿原

湖、沼、池、河川

岬、半島、島、海岸

温泉と最寄り駅

神社、寺院

文学館、記念館

文学作品とその舞台

まとめ

前期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 国内観光地理 担当者名 靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる国内観光地理について学ぶ。

その他 靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標 　　歴史や文化と関連させて各地域の観光資源の知識を身につける。

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

陶磁器の特徴と産地

城と城跡、空港

年中行事、民謡など

教科書

参考図書

日本の祭り

必要に応じて資料を配布する。

日本の百選

観光ルート

後期末試験

振り返り

旧国名が使われている地名

まとめ

日本の国立公園・国定公園・海域公園

郷土料理、名産品

国内の世界遺産

ラムサール条約の条約湿地

重要文化財、特別天然記念物



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 海外観光地理 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

総合旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる海外観光地理について学ぶ。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①海外の主要な観光資源について学ぶ。

②海外各地域における観光産業の現状と社会・文化・自然の関りについて理解する。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

南北アメリカ③　（都市、地方ごとの観光資源）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

海外観光における基礎知識（世界地図、国の紹介など）

アジア①　（国の正式国名、面積、人口、公用語、通貨、宗教、政治形態、気候など）

アジア②　（観光の概略、料理、土産品、アトラクションなど）

アジア③　（都市、地方ごとの観光資源）

ヨーロッパ①　（国の正式国名、面積、人口、公用語、通貨、宗教、政治形態、気候など）

ヨーロッパ②　（観光の概略、料理、土産品、アトラクションなど）

ヨーロッパ③　（都市、地方ごとの観光資源）

南北アメリカ①　（国の正式国名、面積、人口、公用語、通貨、宗教、政治形態、気候など）

南北アメリカ②　（観光の概略、料理、土産品、アトラクションなど）

オセアニア①　（国の正式国名、面積、人口、公用語、通貨、宗教、政治形態、気候など）

オセアニア②　（観光の概略、料理、土産品、アトラクションなど）

オセアニア③　（都市、地方ごとの観光資源）

前期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30 30

回数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 海外観光地理 担当者名 久保　佑生

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

4

総合旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる海外観光地理について学ぶ。

その他 久保　佑生　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①海外の主要な観光資源について学ぶ。

②海外各地域における観光産業の現状と社会・文化・自然の関りについて理解する。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

観光街道、主な国立公園

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

中東・アフリカ①　（国の正式国名、面積、人口、公用語、通貨、宗教、政治形態、気候など）

中東・アフリカ②　（観光の概略、料理、土産品、アトラクションなど）

中東・アフリカ③　（都市、地方ごとの観光資源）

オリンポスの神々、西洋の建築様式

世界の美術館・博物館・画家など

世界の陶磁器・ガラス工芸

世界の歌劇場・音楽祭

世界の料理・食べ物

大陸・海洋、高原都市など

旅行家・探検家・航海家

主な世界遺産、祭り、イベント

まとめ

後期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 国内運賃料金 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる国内運賃料金について学ぶ。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標 　　JRの運賃料金規則や航空、バス、フェリーなどの運賃計算の仕組みが理解できるようになる。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

フェリー：運賃・料金②

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

旅客鉄道会社（JR）：旅客営業規則の概要、乗客券類販売の概要

旅客鉄道会社（JR）：運賃、料金、変更・取り消し・払い戻し

旅客鉄道会社（JR）：回数乗車券・団体乗車券・特別企画乗車券の取り扱い、時刻表の読み方

航空：航空券販売の概要

航空：運賃・料金（普通旅客運賃、割引運賃）

航空：運賃・料金（主な個人運賃の概要、変更・取り消し・払い戻し等）

貸切バス：運賃・料金①

貸切バス：運賃・料金②

フェリー：運賃・料金①

宿泊：宿泊の概要

宿泊：宿泊料金・変更・取り消し・払い戻し

まとめ

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 国内観光資源 担当者名 靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる国内観光資源について学ぶ。

その他 靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標 　　日本国内の文化や自然に関する幅広い知識を身につけ、試験に対応できるようになる。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

四国地方における観光資源

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

観光資源に関する基本知識（日本地図）

国内の代表的な観光地、温泉地、名産品①

国内の代表的な観光地、温泉地、名産品②

北海道地方における観光資源

東北地方における観光資源

関東地方における観光資源

中部地方における観光資源

関西地方における観光資源

中国地方における観光資源

九州地方における観光資源

沖縄地方における観光資源

まとめ

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 旅行業法 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる旅行業法について学ぶ。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①旅行業法に関する知識を身につける。

②旅行業における取引について法的根拠に基づき考えられるようになる。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

旅行業協会2　弁済業務保証金、営業保証金など

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

旅行業法の概要と略史

総則（旅行業法の目的・旅行業等の定義）

旅行業等1　登録、営業保証金、旅行業務取扱管理者

旅行業等2　料金の掲示・旅行業約款、取引条件の説明、書面の交付

旅行業等3　外務員の証明書携帯等、広告・標識の掲示、旅程管理

旅行業等4　禁止行為、受託契約、旅行業者代理業者

旅行業等5　事業の廃止等・業務改善命令・登録の取り消し等

旅行業等6　旅行サービス手配業

旅行業協会1　指定、業務など

雑則

罰則

まとめ

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 約款 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる旅行業約款、運送約款および宿泊約款につ
いて学ぶ。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①旅行業約款等の観光関連法規に関する知識を身につける。

②旅行業における取引について法的根拠に基づき考えられるようになる。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

一般貸切旅客自動車運送事業標準運送約款

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

約款の概要、総則

標準旅行業約款1　契約

標準旅行業約款2　旅行者の解除権、旅行業者の解除権

標準旅行業約款3　旅程管理

標準旅行業約款4　受注型企画旅行

標準旅行業約款5　特別補償規定、旅程保証

標準旅行業約款5　手配旅行契約、旅行相談契約

国際運送約款

国内旅客運送約款

フェリー標準運送約款

モデル宿泊約款

まとめ

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 旅行実務・カウンター販売 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内旅行業務取扱管理者国家試験の受験に必要となる国内旅行実務およびカウンター販売について
学ぶ。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標
①パンフレットの記載事項の内容が理解できるようになる。

②旅行パッケージについて学び、ロールプレイングを通して実践できるようになる。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

航空券の販売、私鉄券その他の販売

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

旅行会社、旅行業界の全般的な基礎知識

販売前の基礎知識

「募集型企画旅行」の販売1　種類と特徴

「募集型企画旅行」の販売2　パンフレットの見方

「募集型企画旅行」の販売3　添乗員同行型とダイナミックパッケージ型

「募集型企画旅行」の販売4　旅行契約の締結

「募集型企画旅行」の販売5　お得意様づくり

「募集型企画旅行」の販売6　個人情報保護法

「募集型企画旅行」の販売7　プレゼンテーション、ロールプレイング

宿泊（種類、組織、客室・付帯設備、宿泊料金、旅行業務取扱料金、販売）

標準旅行業約款・募集型企画旅行条件書・消費者契約法

まとめ

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 ツアープランニング 担当者名 靏久　雅紀子

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内の観光地において、観光地に満足してもらえるような企画の提案方法を学習する。

その他 靏久　雅紀子　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験（発表）70%、出席状況・授業姿勢30%

授業概要

到達目標
　旅行プラン・旅程の作成や移動手段を調べ、実際に自分たちが決めた場所・地域の旅行企画ができる
ようになる。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

ツアープランニング（企画書の作成③）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

オリエンテーション、ツアープランニングとは

ツアープランニングにおける基礎知識

旅行会社のツアー研究①

旅行会社のツアー研究②

候補地の調査と決定

ツアープランの検討①

ツアープランの検討②

ツアープランニング（企画書の作成①）

ツアープランニング（企画書の作成②）

ツアープランニング（企画書の作成④）

発表練習

まとめ

期末試験（発表）

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 国内管理者セミナーⅠ 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内旅行業務取扱管理者業務の概要をはじめ、旅行者に対する取引条件の説明や書面の交付につ
いて学ぶ。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標 　　国内旅行業務取扱管理者試験を受験する際に必要な知識を習得する。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

旅行業法9　書面の交付

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

国内旅行業務取扱管理者の業務（旅行業法）について、国家試験の対策および学習方法

旅行業法1　法の目的と旅行業の定義

旅行業法2　登録制度

旅行業法3　営業保証金制度

旅行業法4　旅行業務取扱管理者

旅行業法5　旅行業務取扱料金

旅行業法6　旅行業約款

旅行業法7　標識

旅行業法8　取引条件の説明

旅行業法10　外務員

旅行業法11　禁止行為

旅行業法12　業務改善命令

期末試験

振り返り



講義 演習 実技 実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目区分
基礎必修科目 選択科目 【DOビジネス学科】 

○

授業科目名 国内管理者セミナーⅡ 担当者名 李　香美

授業形態

単位数

履修年次等

授業時間数

1年次 2年次 3年次

2

国内旅行業務取扱管理者業務における苦情処理、料金の掲示や広告について学ぶ。

その他 李　香美　（実務経験なし）

使用教材 書籍名 著者名 出版社名

成績評価 定期試験40%、出席状況30%、授業姿勢30%

授業概要

到達目標 　　国内旅行業務取扱管理者試験を受験する際に必要な知識を習得する。

教科書

参考図書

必要に応じて資料を配布する。

旅行業法9　旅行業協会（弁済業務保証金制度）

授  業  計  画　　（各授業日に資料を生徒へ配布） 教科書ページ数

試験問題の特徴と試験対策について

旅行業法1　広告の表示等

旅行業法2　誇大広告の禁止

旅行業法3　受託契約

旅行業法4　旅行業者代理業

旅行業法5　登録の取り消し

旅行業法6　旅行サービス手配業

旅行業法7　旅行業協会（法定業務）

旅行業法8　旅行業協会（苦情解決）

旅行業法10　罰則・雑則

模擬試験1

模擬試験2

期末試験
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